








































(要約) 

献血血液の抗 ATLA 抗体スクリーニングは、昭和 61 年 11 月から凝集法(PA 法)により実施

されているが、今回、健康な日本人の抗 ATLA 抗体保有者を推定する基礎資料とするため

PA 法による献血者の抗 ATLA抗体陽性者について、PA 法の力価別に間接蛍光抗体法(IF 法)

による検査を行った。その結果、PA の高力価の陽性者については IF 法で 90%以上陽性を示

したが、低力価の陽性者については 2.6％にすぎないことが判明した。したがって、献血

者の PA 法によるスクリーニング成績から抗 ATLA 抗体保有者を推定するためには、低力価

の陽性者について他の検査方法等による確認を行う必要がある。 


